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初 春 を 迎 え て

　蒲郡市議会議長

稲 吉 郭 哲

　あけましておめでとうございます。

　会員の皆様におかれましては、ますますご健勝の

ことと心からお慶び申し上げます。さて、昨年のこ

とでありますが、東京に出張した際に少し時間があ

りましたので、皇居のあたりを散策しました。九段

駅靖国神社から永田町あたりまで、時間にして一時

間位だったでしょうか。夏の日差しが強く、皇居の

お堀の手入れに多くの人が携わっておりました。東

京は不思議な街で、最先端の文化をまとっています

が、それでも皇居を眺めていますと、いにしえの江

戸の文化がのぞいています。そんな不思議な感覚を

感じた折に、ふと思い出すことがあり、東京駅方面

に足を向けました。そこは、アーディゾン美術館で

す。ブリジストン美術館と言えばお分かりになる方

もいらっしゃるかもしれません。株式会社ブリジス

トンの創業者・石橋正二郎さんのコレクションを収

蔵した美術館です。入場すると、外の騒々しさと夏

の厳しい日差しを忘れさせる心地よい静けさの中

に、来館者の足音が時々聞こえます。展示作品には、

印象派の西洋絵画も多くあり、絵に吸い込まれるよ

うに一点一点鑑賞してまいりました。なぜ、アーディ

ゾン美術館なの？とお思いの方もいらっしゃると思

います。実はこの美術館には、６歳の頃に一度だけ

訪れたことがあります。その時受けた印象は強烈で

衝撃的でした。今でも当時のことを思い出します。

そして今、昭和から令和まで時を超えて自分がここ

にいることが不思議であり、歳を重ねた今、また新

鮮な気持ちで作品を鑑賞できることに喜びを感じま

した。

　自分は、芸術的な才覚はなく、今までこれといっ

た文化的な活動もしていませんでした。ひたすら、

前を向いてがむしゃらに、わき目もふらず、落ちこ

ぼれることの無いように、ただただ働いてきました。

そんな中で、何十年ぶりの美術館訪問は、心にほっ

とした何とも言えない安らぎを作ってくれ、立ち止

まってみることもいいものだなと思う瞬間でした。

　いつのことでしたか、同窓会の折に同級生が、

50年前の成人式の際に、自分が読んだ短歌を覚え

ていてくれました。思い出せば、成人式に向けて、

短歌の募集があり、当時、成人式の記念になればと

の思いで、応募したことを思い出しました。おそら

く当時の自分は、素直な気持ちを詠んだのでしょう。

その短歌は、見事に入選しました。覚えていてくれ

た同級生に感謝いたします。

　先ほどから昔話ばかりになってしまいましたが、

今思うことは、これから残りの人生を急ぐことなく、

ゆっくり歩き、時々立ち止まって歩んでいきたいで

す。そろそろ趣味でも見つけてみようかと思います。
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主催者挨拶 来賓祝辞

３年ぶりに式典の後、アトラクションも
見て頂ける開会式となりました。
曲目：「黒田節による幻想曲」
　　箏；野々山社中、尺八；都山流

　会員外の出品が書道で30人、工芸で８人とあり、例年に比べて多く700人
以上の参観者がありました。

　会員減少により、鉢数の少なくなったのが少し残念
でありました。また、今回も、お茶の接待の無いなか
の展示となりましたが、それでも600人以上の皆さまに見に来ていただけました。

工芸は、会員が減って出品点数が少なかったのが残念
ですが、今回も盆石の実演をして頂けました。

　三興庵を使っての茶席は３年ぶりの開催となりました。準備は大変だった事と思います。感染者も多いな
か、お菓子はセパレート容器、お茶はお盆にのせてそれぞれお客さんに取って頂くという形にはなりました
が、皆さん楽しく過ごされていました。

今回も残念ながら募集句のみの開催となってしまいましたが、上記の皆
さまが入賞されました。来年度は当日句会も出来ればと願っています。

11月６日市民茶会

11月23日俳句会 会員外３人を含む43人の歌の応募があり、当日は、22人の参加で歌会
が開かれました。そのなかで、上の表にある皆さまが入賞されました。東会議室 11月６日短歌会

中ホール
11月３日 10時～

開会式典
東ホール
11月３日～６日

書道工芸展

中会議室 11月19日・20日水石展

東ホール 11月19日・20日華道展

左：三興庵

右：大会議室
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写真展に作品展示

フラダンス クラシックバレエ クラシックバレエ

左：和太鼓
右：大正琴

左右：民舞

11月３日～６日絵画展

11月５日・６日 於： 中ホール芸能発表会

11月20日 於： 大ホール洋楽発表会

11月23日 於： 中ホール筝曲演奏会

11月３日～６日
　　於：大ホールロビー菊花展
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　練習がまだまだ思うように出来ないなか、土曜日の三谷
中生徒による「御殿舞」でスタートしました。
　日曜日は、ひとグループが急遽出演辞退となり、一部ご
迷惑をおかけしましたが、和太鼓の演奏をもって、無事に
終えることが出来ました。

　会員外２人の作品を含め42点が展
示されていました。
　作品それぞれがバラエティに富ん
でいて、見ごたえのある楽しい展示
会場でした。

11月11日～13日写真展 　マクロ写真講座の作品を含め、87点の写真が展示されました。
　また、参観者も前回より多くありました。

　今回は、画題の横に撮影された時のコメントの記された作品が何点もあり、より興味深く写真を見るこ
とが出来ました。

11月18日～20日水墨画展
　会員外９人の作品も含め、61点が展示されました。
　レベル向上も一因か、額寸法の大きい作品が増え、少
し窮屈感があったが、
見ごたえのある展示
となっていました。
　今回も、体験コー
ナーが設けられ、何
人かが野菜や果物を
教えて頂きながら描
いていました。

　ちょっと撮り方を工夫すれば、マ
クロ撮影すれば、不思議な世界が…
　そんな写真撮影のヒントに！と、
10月６日・13日・20日の３回でパ
ソコン、ガラス板、小花などを使っ
て教えていただきました。
　スマホでこのような写真が撮れる
ことにびっくりしながら、楽しく受
講できました。

　今回は、４日間展示という事もあり400人以上
の参観者がありました。

　６団体の参加にとどまり、少し残念でしたが、
その中で、ブルーメール（男声合唱団）の初
参加がありました。

　三谷中生徒による「君をのせて」に始まり、「春よ
来い」「いつも何度でも」などの曲も入り、バラエティ
にとんだ演奏会でした。

　北部公民館活動の一環として小学校の子供会の参加
があり、右の皆さまが入賞されました。

初心者のための文協講座初心者のための文協講座 手軽にできるマクロ撮影教室手軽にできるマクロ撮影教室
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文 化 祭文 化 祭市  民市  民

御殿舞
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　レベル向上も一因か、額寸法の大きい作品が増え、少
し窮屈感があったが、
見ごたえのある展示
となっていました。
　今回も、体験コー
ナーが設けられ、何
人かが野菜や果物を
教えて頂きながら描
いていました。

　ちょっと撮り方を工夫すれば、マ
クロ撮影すれば、不思議な世界が…
　そんな写真撮影のヒントに！と、
10月６日・13日・20日の３回でパ
ソコン、ガラス板、小花などを使っ
て教えていただきました。
　スマホでこのような写真が撮れる
ことにびっくりしながら、楽しく受
講できました。

　今回は、４日間展示という事もあり400人以上
の参観者がありました。

　６団体の参加にとどまり、少し残念でしたが、
その中で、ブルーメール（男声合唱団）の初
参加がありました。

　三谷中生徒による「君をのせて」に始まり、「春よ
来い」「いつも何度でも」などの曲も入り、バラエティ
にとんだ演奏会でした。

　北部公民館活動の一環として小学校の子供会の参加
があり、右の皆さまが入賞されました。

初心者のための文協講座初心者のための文協講座 手軽にできるマクロ撮影教室手軽にできるマクロ撮影教室
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ふるさと文化財の話（19）

市指定　久
ひさ

松
まつ

俊
とし

勝
かつ

宝
ほう

筐
きょう

印
いん

塔
とう

　蒲郡市清田町安楽寺に久松俊勝の宝筐印塔が
ある。宝筐印塔は供養塔のことで、上から相輪、
笠、塔身、基礎、基壇で構成されている。昭和
32年（1957）１月10日に市指定文化財になって
いる。
　久松俊勝は、尾張の国阿久比の領主であった
が、永禄５年（1562）２月に家康は鵜殿長照の
居城である上ノ郷城の攻略を命じた。まず竹谷
松平清善を通じて和睦を勧めたが、鵜殿長照は
応じなかった。そのため松平清善に城の攻略を
命じたが、硬固で、強い反撃で攻めあぐんだ。
家康も名取山に出陣した。また、伊賀と甲賀の
忍者を場内に侵入させて放火しその混乱に乗じ
落城させ、その時の軍功が認められて俊勝は同
城の城主となった。
　俊勝は、家康の生母於大の方の後添いの夫で
ある。俊勝と於大の方とに生まれた男子の康元、
康俊、定勝の３人に家康は「松平」の姓を名乗
らせている。
　俊勝は天正15年（1587）に64歳にて岡崎城で

亡くなっている。俊勝の遺命で、蒲郡市水竹町
の崇

そう

心
しん

寺
じ

で火葬され、安楽寺に葬られた。於大
の方は天正16年（1588）から約２年間、安楽寺
に滞在して９世邦山寿慶上人によって剃

てい

髪
はつ

し得
とく

度
ど

式
しき

を行い「伝通院」と名乗った。
　俊勝の法名は陽光院殿
前佐州華林祟心大居士で
ある。
　俊勝と於大の方の間に
３男４女を授かった。長
男康元は、下総国関宿領
主、次男の康俊は駿河区
の久能領主に、３男定勝

は遠州国掛川領主となっている。
　３女の於きんの方は、竹谷６代目松平家清に
嫁いでいる。於きんの方は家清が武蔵国八幡山

（埼玉県本庄市）に国替えの途中に小田原で亡く
なっている。於きんの方の菩提寺は天桂院である。
　於きんの方の４女は、赤穂の浅野長重に嫁い
でおり、忠臣蔵の浅

あさ

野
の

内
たく

匠
みの

頭
かみ

長
なが

矩
のり

は玄孫に当た
る。蒲郡と忠臣蔵の意外なご縁があった。

写真　蒲郡市博物館
文　　林　正夫

　11月16日㈬７時30分、59名の参加者にてバス２
台で市民会館を出発。まずは滋賀県甲賀市の水口城

跡を見学。４班に分れ
ガイドの説明を聞きな
がら、今も湧水を湛え
た堀端を歩いて資料館
へ。水口城は３代将軍

徳川家光が寛永11年（1634年）京都上洛の際の宿
館として築城されたが、一度しか宿泊しなかったよ
うです。
　明治維新後は廃城となり、旧本丸跡は高校の運動
場となっているとのこと。堀や石垣、復元模型が往
時を偲ばせます。歴史民俗資料館には神社の春祭り
で巡行する曳山や古文書等が展示されていますが、
特に目を引いたのが「水口細工」です。山野に自生
する葛で編んだ精巧な細工物で、籠や編笠など素晴
しいものでした。後継者がなく一度途絶えたもの

の、現在復興に取り組んでいるそうです。
　昼食の後、次の目的地の臨済宗永源寺に。湖東の
山間にあり紅葉の名所として広く知られています。
参道は100余段の急な階
段になっていますが、左
の石崖の十六羅漢石仏や
美しい紅葉を眺めながら
ゆっくり上っていきます。
山門から建物が点在する
広い境内が、一面紅葉に
包まれていました。本堂
には本尊の世継観音をお
祀りしてありますが、秘
仏のため25年毎の御開帳
にしか見られないとのことでした。今日は自由散策
でしたので抹茶をいただいたり、写真を撮ったりと
言葉に尽せないほど見事な紅葉を楽しみました。

　永源寺ダムを車
窓に見ながら帰途
に着き、日本の秋
を満喫した旅とな
りました。

文化財めぐり
　　　　　　　徳川家ゆかりの水口城跡と
　　　　　　　　　　臨済宗永源寺を訪ねて
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県民茶会
　11月13日㈰に西尾市において、県民茶会が催

されました。蒲郡からは遠山翠雲さんが西尾小学

校体育館で席を設けました。

　密を避けるため前売券は各市70枚と数を限定

し、当日は昼頃から雨も降りだす厳しい状況でし

たが、３年振りの開催とあって、全12席が盛り

上がっていました。

月例茶会　10月16日　中会議室
　残念ながら、今回も三興庵ではなく、中会議室

での開催となりました。そしてお菓子、お茶ともに、

お客さんに取って頂くという茶席ではありました

が、市民茶会につながればと思いながら一服いた

だきました。

　「身近なことを俳句にしよう」ということで、

10月３日・17日・24日・31日の４回、市民会館

中会議室にて11人の参加で行われました。

　１回目は、俳句の基本について。そして次回

までに２句提出。２回目は、句会形式で互いの

作品の講評。

　３回目は、市民会館を出て、吟行会。２句提出。

　４回目は、吟行会の句を提出し皆で選句しま

した。最後に、講師による講評と、中身のある内容で、俳句の基本、季語を選ぶ大事さ等々、とても勉強になり、

楽しく受講できました。

短歌道場 i n 蒲郡
　10月２日㈰に市民会館大会議室において、短歌道場 in 蒲郡
が開催されました。中京大学文学部アクティブラーニング研究
会とのコラボにより今まで岐阜県郡上市で行われてきました

が、今回初めて蒲郡での
開催となりました。自作
短歌を詠み、批評し合っ
て競うもので、全12チー
ムの参加があり、審査員
は蒲郡文協の中村会長な

どが務めました。名古屋大学短歌会の会員でつくった「めいた
ん杜

かきつばた

若」が敗者復活戦から勝ち進み優勝しました。

碩山一門展

　９月10日、11日に市民会館東ホールで
第56回碩山一門展が開催されました。コ
ロナ禍により表彰式は残念ながら今回も
出来ませんでした。
　出品者は幼児から99才まで178人と幅
広く、参観者も468人とコロナ前の人数に
戻りつつあります。

初心者のための文協講座　「俳 句 教 室」

● ● ● 会 員 ピ ア ザ ● ● ●
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図 書 館 の 催 し 物　（問合せ TEL69−3706）

英文多読デー（相談会・サロン）  1月15日㈰  13：30～15：30
寿山会　篆刻作品展  1月18日㈬～ 1月29日㈰

「再生医療のまち蒲郡」 企画展  1月20日㈮～ 2月  9日㈭
切り絵展  2月  1日㈬～ 2月12日㈰
司書の気まぐれミニ展示　『百花譜百選』を見る④  2月14日㈫～ 2月26日㈰
絵てがみ作品展  2月15日㈬～ 2月26日㈰
春の特別展　おはなしおばさんのかわいい仲間たち展  3月  4日㈯～ 4月  2日㈰

博 物 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−1881）

昔の遊びコーナー  1月  7日㈯～ 1月29日㈰
蒲郡っ子作品展  1月27日㈮～ 1月29日㈰
ミニ展示「ひなまつり」  2月  4日㈯～ 3月  5日㈰
蒲郡の刀鍛冶～藤原武則・元久の世界～  2月11日㈯～ 3月19日㈰
現代甲冑展  2月15日㈬～ 2月19日㈰
写真集団『雲』作品展  3月  1日㈬～ 3月  5日㈰
和紙ちぎり絵（恭和会）展示会  3月11日㈯～ 3月12日㈰

市 民 会 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−5509）

月例茶会  2月26日㈰
第55回いけばな花月展  3月11日㈯～ 3月12日㈰
月例茶会  3月12日㈰

お 知 ら せ

前売券 1,000円 （18歳以下500円）
当日券 1,500円 （18歳以下700円）

小和田哲男講演会
今川氏から自立する 徳川家康

2月19日㈰ 市民会館大ホール
開場13：00　開演14：00

《チケット発売中》

文協事務局又は市民会館窓口にて

第11回　文 化 事 業

　芸能発表会、洋楽発表会、筝曲発表会とビデオ撮
りを行いました。ホームページ、YouTubeで見られ
るようになりますので、ぜひご覧ください。今回初
めての取り組みでスタンプラリーを行いました。多
数のご参加ありがとうございました。

＊＜お詫び・訂正＞
　　　　　　楠若葉41号に掲載された短歌作品P13-3行目　誤「畑」→正「烟」
　　　　　　楠若葉41号に掲載された俳句作品P53-7行目　誤「満点星」→正「満天星」


